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［概  要］ 
 

 

医師誘発需要仮説は，医療政策に対して非常に重要な政策的インプリケーションを

持つことから，医療経済学の分野において，最も議論され続けている研究課題の一つ

である。本稿では，保険者が行っている診療報酬明細書点検調査結果のデータを用い

ることで，先行研究が抱えてきた分析上の課題を克服し，誘発需要の原因となる要因

の検証と，誘発需要が医療費に与える影響を分析している。本稿の主な結果は以下の

通りである。誘発需要の主な原因は，診療報酬の削減改定による負の所得効果による

ものであり，特に，医師密度が高い地域の医師ほど，価格改定に対する反応が強いこ

とがうかがえる結果が得られた。その一方で，従来から議論のある医師密度の増加に

よる誘発需要の存在は確認されなかった。第二に，誘発需要が医療費総額に与える正

で有意な影響は確認されなかった。第三に，2000 年の公的介護保険制度の導入以来，

誘発需要量が有意に減少していることが確認された。 
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